
連続セミナー

第16回 実例から知る、 「発達の遅れ｣が気になる子どもの教え方

発達障害への適切な対応を考える
母親・医師からの報告と提言

2017年3月から継続している連続セミナー。これまで首都圏で実施し、

全国各地から保護者が参加しています。今回は関西で初めての開催。

プログラムは、保護者による体験発表と、指導者による解説です。青

少年教育に詳しい教育者のお話もあります。

体験発表する母親は､たくさんの患者さんを診療する一人の医師。まっ

たく言葉のなかった息子さんが4歳で「広汎性発達障害」と診断され

たあと家庭教育に力を入れ､普通学級(小学校)､特別支援学級(中学校）

を通じて学校との信頼関係づくりにも努めました。今春、息子さんは単

位制の高校へ進学しました。

「教えればわかるようになる｣……。教育･学習の果たす役割とは何か、

本当の受容や合理的配慮とは何か、母親／医師の立場から語られます。

お話（体験発表）

高校1年生の母親(医師）
幼児期から言葉の遅れや執着行動などがあり困り果て

ていた両親。 「これは大変だ」と年中の11月から子ども

への接し方を変える。就学猶予を受けて、言葉の力を

伸ばし、ひらがなの読み書きなどを身につけてから小

学校普通学級に入学。中学校より特別支援学級に。式

の計算・方程式・英語､漢字の読み書き、聞きとりの

読解などの学習を続け、漢検にも挑戦中。今春から単

位制の高校で学ぶ。

進行と質疑応答

エルベテーク代表

河野俊一さん医療法人ｴﾙべ雲事
1996年、民間の教育機関工ルベテーク設立。発達の遅

れと課題をもつ子どものためのコースも開設し、現在に

至る（川口／胄山／ロサンゼルス)。著書に了発達障害

の「教える難しさ」を乗り越える』 （日本評論社)、 『誤解だ

らけの「発達障害｣』 『子どもの困ったI行動がみるみ

る直るゴールデンルール」 （いずれも新潮社）など。

日時●2019年6月22日(*) 18:30～20:30
（受付開始18：00～、開場18： 15～）

会場●大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）

7階ホール大阪市中央区大手前1-3-49電話06-6910-8500

定員●500名(対象:保護者、学校関係者、医療関係者、市民など）

参加費(資料代等)●1,000円(大人） 500円(学生）

※当日、受付でお支払いください

申し込み●氏名･住所･職業･連絡先のほか、 （1）お子さまの年齢・

学年（2） 「子育てで困っていること、間きたいこと」を明記して

メールか電話／ファックスで当NPO法人f､

感想と問題提起

吉田景一さん前大阪府立港高等学校校長
甲子園短期大学幼児保育学科准教授

保健体育科教諭として3校で21年間勤務。大阪府教育

センター、大阪府教育委員会事務局において指導主事、

主任指導主事、首席指導主事として教科教育、研修、

生徒指導、学校保健、健康・安全教育などに携わる。

その後、大阪府スポーツ教育振興財団業務課長、大阪

府立桃谷高等学校通信制課程准校長、大阪府立港高等

学校を校長を経て、現職。

g/p｡法人EducationinOurseIves教育を軸に子どもの成長を考えるﾌｫｰﾗﾑ
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6月22日セミナー参加申込害
2019年 月 日

(1)お子様の年齢・学年職業氏名

(2)子育てで困っていること、聞きたいこと住所

(3） （保識者以外の方）いまの教育・子育てについて感じていること連絡先（通話・メールなど）


